
 平成22年３月23日  

平成21年度 府立乙訓高等学校学校経営計画実施状況  
 

学校経営方針（中期経営目標）  昨年度の成果と課題  本年度学校経営の重点目標  
 知・徳・体の調和のある人間 

の育成に努め「文武両道」をめ 

ざす。  
 
 本府「指導の重点」を踏まえ、学習指導 
要領に即して創意・工夫した教育課程を編 
成し、日々の教育活動の充実に努め、進路 
希望の実現と、心豊かにたくましく生きる 
人間の育成に努める。  

・ 校長が提示した、「地域に根ざし  

 た学校づくり」を基本とする、新し  

 い経営方針に従い「学校改革」「新  
 学科設置」に向けた取組を推進する。  
・ 高大連携事業と基礎学力充実（国  
 語・数学・英語）の取組み、きめ細  
 やかな指導や授業改善に努め、学力  
 向上と進路実現を推進する。  

学校改革の実施  

１ スポーツ健康科学科（仮称）の新設に向けた取組を推進する。  

２ 学力向上に向けたプロジェクト会議を構成する。  
 (1) 基礎学力向上に向け、ＳＨＲの有効活用等により学習習慣の定着を図  
  る取組を行う。  
 (2) 進路充実に向け、高大連携・高大接続を視野に入れた土曜活用事業等  
  の推進を行う。  
３ 地域の信頼を高めるため生徒指導の充実を図る。  
 (1) 家庭と緊密な連携をとり基本的な生活習慣を確立する。  
 (2) 頭髪加工に係る生徒指導の徹底を行う。  
 (3)  生徒会活動、部活動の充実を図り、学校の活性化を推進する。  
４ 開放型地域スポーツクラブ等を中核とした「地域の学校づくり」を推進  
 する。  
５  自他の生命と人権を大切にする意識や態度を培い、人権教育を推進する。  

 
 評価領域  重点目標  具体的方策  分掌  評価  成果と課題   

１組織運営  
組織的な校務運営の推進  ①職員打合せ会を効率よく運営し、校務運営の円滑化を  

 図る  
②校内ネットワークを有効利用し、情報の共有化および  
 リアルタイム化を行う。  
③改編された諸会議を円滑に運営する。  

教務  
 

 Ｃ  

 
 
 
 

Ｂ  

 校内ネットワークを活用して職  
員間の打合わせ内容等の情報の共  
有化を図ろうと試みたが、職員間  
で有効に活用するまでには至らな  
かった。  

生徒募集対策  ①新学科開設に向け学校説明会を６回以上開催し、意欲  
 ある生徒の入学を促す。  
②第Ⅱ類文理系については、昨年以上の広報活動を展開  
 し、４０名を越える希望者を集める。  
③学校説明会を８回以上行い、中学生・保護者・地域に  
 本校の特色や魅力を伝え、志願者の増加につなげる。  
④中学校訪問を旺盛に行う。  

総務企画  
 
 

 Ａ  

スポ－ツ健康科学科（６回）・普  
通科関係（８回）の説明会を旺盛  
に開催し、1,600名を越える生徒  
・保護者・教職員の参加を得るこ  
とが出来た。Ⅱ類文理系には定員  
を大幅に越える受検者があった。  
頻繁に中学校や塾訪問を行い連携  
を深めることが出来た。  

２学習指導  
基礎学力対策、進路実現  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
専門教育を通じた進路実現  

①「おとくにベーシック」「おとくにアカデミア」の時  
 間を活用し、基礎学力の定着を図る。  
②学習室（自習室）を毎日開設し、課題を持つ生徒に自  
 学自習の習慣を身につけさせる。  
③大学生教育ボランティア制度を活用し、大学進学に対  
 するモチベーションアップを図る。  

教務  
Ｃ   

 
 
 
 
 
 
 

Ｂ  

 「おとくにベーシック」は２年  
目の取組みとして定着した。  
 基礎学力を充実させるための学  
習会は学期毎に開催することがで  
きたが、毎日の自習室は開設する  
ことができなかった。  
 自習のための部屋の確保および  
大学生教育ボランティアの活用法  
に課題が残った。  

①授業と家庭学習を充実させ、高校生としての学習スタ  
 イルを確立させる。各学年の課題に応じた進路補習を  
 実施する。  
②推薦入試、小論文指導の充実を図る。  
③高大連携事業を積極的に推進する。  

進路  
 
 

 Ａ  

①平常、長期休業補習開講数は例  
年並み。目標、学力の多様性への  
対応が課題である。不況の下、大  
手企業の就職試験に備えて、就職  
生徒への指導も強化する必要があ  
る。②小論文模試、外部講師の活  
用を進めた。低学年からの系統的  
指導が必要である。③土曜講座、  
インターンシップ、セミナー参加  
などパイロット校としてのメリッ  
トを活かした。  
 年度末まで生徒の資格取得への  ①補習体制の確立と資格取得指導の充実  商業  

   ②進路選択の実現とリンクする専門教育の推進   
Ｂ  

 モチベーションを維持でき、資格  
や専門性を活かした進路希望をほ  
ぼ実現できた。本年度も、三種目  
１級１名、教育長表彰８名を輩出  
できた。  

 



                                                                                                             
 
 
 
 評価領域  重点目標  具体的方策  分掌  評価  成果と課題   

３進路指導  
進路目標の明確化  ①進路説明会などを通じて、早期からの進路意識の向上  

 を図る。  
②年2回の進路希望調査を実施し、生徒の実態をリアル  
 タイムに把握する。  
③勤労観を育成する機会を提供し、キャリア教育を推進  
 する。  

進路  
 
 
 

 Ａ  

 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ  

①②２年生の進路遠足がインフル  
エンザの影響で中止になった以外  
は当初の計画を実行した。進路希  
望調査、ＬＨＲ、説明会、模試と  
のリンクが課題である。③今年度  
もＰＴＡ講師によるキャリアガイ  
ダンスを行なった。教職員研修や  
体制作りが必要である。  

学力向上への取組  ①全員模試及び府高実力テストを教科指導に活用する。  
 その他の模試や資格試験についても積極的に受験させ  
 る。  
②進路資料室等を活用し、生徒の自学自習を支援する。  

進路  
 

 Ａ  

①全員模試の難易度の検討、再編  
が必要である。各教科の協力のも  
と、資格試験の取組みは前進して  
いる。②学習環境の整備。  

学年部との連携強化  ①系統的な進路ＬＨＲを構築する。  
②生徒ひとりひとりの進路希望を把握し、３年生に関し  
 ては担任団と連携して進路検討会を実施する。  
③必要に応じて進路部学年担当が担任会に出席し、連絡  
 ・調整を図る。  
④学年部と協力し、学習合宿や土曜活用を実りあるもの  
 とする。  

進路  
 
 

 Ｂ  

①単発の取組みでなく、他の取組  
みとの系統性を持った取組みを行  
う。②今年度は全体検討会の形を  
取らなかったが、次年度は６月、  
12月の検討が必要である。③進路  
行事を中心にした連携にとどまっ  
た。④１年学年団の協力の下、学  
習合宿や土曜活用を実施した。  

４生徒指導  
生徒会活動の充実   生徒会本部・各種委員会を充実させ、新校舎における  

学園祭スタイルを確立させる。  
生徒指導  Ａ  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ  

 前期・後期ともに立候補で本部  
が成立した。特に後期は1年生が  
中心となり次年度に繋がる活動が  
できた。文化祭・体育祭も新校舎  
及び芝生グラウンドでの実施形態  
を一定作り出すことができた。  
 頭髪指導については昨年度まで  
の取組をさらに進めることができ  
た。遅刻についても始業時間が5 
分早まったにもかかわらず、生徒  
の意識向上により、かなり改善さ  
れた。2､3年女子の制服指導に課  
題を残した。  

基本的生活習慣の確立   『茶髪では学校に、はいれません』２年目として、過  
去あるいは昨年築き上げてきた指導方針を堅持しつつ更  
によい状況を作り出すように努力する。遅刻問題や正し  
い制服の着用などを学校生活のあらゆる場面を利用し生  
徒たちに働きかける。  

生徒指導  Ｂ  

部活動の活性化   部活動への加入を促し加入率を上昇させるとともに、  
活動をさらに活発化させ、「新学科」のスタートに向け  
てサポートしていく。  

生徒指導  Ｂ   1年生の加入率が久しぶりに70 
％を越えて、部活動の中には1年  
生が主力となった部も生じた。  

問題行動の未然防止   盗難・器物破損・喫煙等を未然に防ぐために校舎内外  
の教室・施設の点検を適宜行い、登校時から放課までの  
間、全教員で巡回体制を組む。  

生徒指導  Ｂ   喫煙の痕跡が激減した。盗難・  
器物破損については1年生を中心  
に気になるケースが散発し、年間  
を通じて巡回等で対応した。  

安全指導   交通安全指導を実施し、雨天時の合羽着用など自転車  
運転マナーの意識の高揚を図ると共に、道路交通法遵守  
させる。また、ＰＴＡや警察署とも連携して取り組む。  

生徒指導  Ｂ  雨天時のカッパも一定の定着を  
見るが、特に下校時のマナー等指  
導が必要である。  

 人権教育  ①３年間を見通した系統的な人権学習を推進する。  総務企画   ①各学年のテーマにしたがって、  
   ②担当部と学年部の連携を強化し、より充実した人権教    Ｂ   適切な題材で人権学習を実施する   
    育を推進する。     ことができた。  

②学年部と連携して、人権教育を  
推進することができた。  

 

 



 
 
 
 
 評価領域  重点目標  具体的方策  分掌  評価  成果と課題   

５健康安全  
健康に関する知識・意識の高  
揚  

①各種健康診断のきめ細かい実施  
②性・エイズ・喫煙防止教育講演会の実施  
③心理的課題を持つ生徒の指導、  
   ＳＣ、教育相談会議・報告会の運営  
④保健委員会による文化祭展示、保健だより発行指導  
⑤生徒実態アンケートの実施  

保健  
Ｂ   

 

Ｂ  

 身体計測、各種検診、各種講演  
会等計画に沿ってきめ細かく実施  
できた。スクールカウンセリング  
の活用により、心理的な問題を抱  
えた生徒に適切な対応ができた。  

学習環境の美化整備  ①日常の清掃・定期大掃除・外庭大掃除の徹底の指導  
②美化委員会による校内花壇等の運営  
③照度・水質・空気検査等の計画実施  

保健  
Ａ  

新校舎の美しさを維持するよう努  
めてきた。  

６図書館経  
 営  

図書館の円滑な運営と図書館  
教育、視聴覚教育の充実  

①教育活動を支え生徒の教養の育成を促す資料の充実を  
 図り、図書館を円滑に運用する。  
②団体鑑賞行事を実施する。  
③視聴覚教材、機器の充実を図る。  
④書籍管理、貸出業務にコンピュータを導入する検討を  
 する。  

図書  
 
 

Ｂ  

 
 

Ｂ  

①移転や校時変更に伴い利用規程  
を改定し、活用しやすいようにし  
た。②難しい演劇であったが静か  
に鑑賞できた。③④予算化が必要  
である。  

図書委員会の充実   図書委員会の指導と、委員会行事の充実を図る。  図書  
Ｂ  

 ＳＨＲの朝への移行、７限週２  
回など困難な条件下で、活発に行  
事に取り組んだ。  

７地域連携  
学校情報の発信  ①学校だよりを毎月１回以上発行し、本校の様子を知ら  

 せる。  
②ホ－ムペ－ジの更新をタイムリ－に行う。  

総務企画  
 Ａ   

 
 

Ｂ  

 毎月１回学校だよりを発行し、  
情報発信を行うことが出来た。ま  
た、ＨＰを有効に活用することが  
出来た。  

ボランティア活動の実施   高校生自身が地域社会に貢献し、地域社会の一員とし  
ての自覚と自負を育てるために、ボランティア活動を実  
践し、積極的に参加するよう進め、その定着を図る。  

生徒指導  Ｃ  
 
 
 
 
 Ｃ  

 地域安全安心ステーション及び  
長岡京市緑のサポーター事業に登  
録をしたが、積極的な活動までに  
は至らなかった。  

開放型地域スポーツクラブ創  
設に向けた取組の推進  

 地域のスポーツクラブ等との連携を図りスポーツを通  
じて「地域の学校づくり」を推進する。  

保健体育  
科  

運動部を中心に地域中学との連  
携を積極的に行えた。来年度は「乙  
訓クラブ」として全体的な取り組  
みとする。  

８新学科設  
 置  

スポーツ健康科学科（仮称）  
の新設に向けた取組の推進  

 府内各中学校、地域に向けての「スポーツ健康科学科  
（仮称）の広報活動を積極的に展開するとともに、充実  
した教育実践を行うため、高大連携・接続の充実を図る。  

新学科推  
進   Ｂ  Ｂ  

 新学科説明会、中学校・塾訪問  
等により広報活動は一定の成果を  
得た。よりよい教育活動を実践す  
るための高大連携・接続の内容を  
高める。  

９校務事務  
生徒の福利厚生  ①修学支援の適切な運用  

②諸費収納事務の円滑な運営  
③諸証明等発行事務の適正な執行  

事務  
Ｂ   

 
 
 

Ｂ  

①授業料の納入状況から、支援制度  
利用を働きかけた。②円滑な事務運  
営できた。徴収する項目の整理③窓  
口で、より丁寧な対応が求めれる。  

財産、施設・設備、物品管理  ①新校舎・施設等の状況を把握し快適な学習環境の維持  
②仮設校舎撤去、グランド整備等施工の安全保持  
③新学科の施設・設備整備に係る、関係機関との連携  

事務  
Ｂ  

①学校全体の連携学習環境の維持が  
できた。②工事は、安全が確保でき、  
工期内に完成された。③現状を踏ま  
え、関係機関との連携強化が求めら  
れる。  

個人情報保護  ①セキュリティを考慮しつつ、利用しやすい教職員ネ  
 ットワーク環境をより一層充実させる。  
②職員室、準備室における管理区域（生徒・部外者立  
 入禁止区域）を設定し、個人情報流出の危険性を排  
 除する。  

総務企画  
Ｂ  

 セキュリティに問題があり、よ  
りセキュリティの高いネットワー  
クを構築できるように取り組ん  
だ。  

次年度に向  
けた改善の  
方向性  

・校長を中心とした学校目標達成に向け「学校改革」「スポーツ健康科学科」の取組を更に推進する。  
・高大連携事業と基礎学力充実（国語・数学・英語）の取組み、きめ細やかな指導やＩＣＴ活用による授業改善に努め、学力向上と進路希望  
 の実現を推進する。  

    
  Ａ：達成できている。 Ｂ：ほぼ達成できている。 Ｃ：あまり達成できていない。 Ｄ：ほとんど達成できていない。  
 
 


